マレーシア・サラワク州の熱帯雨林における材分解速度の種間差と空間変動 by 森, 早苗
 氏     名   森 早苗 
学 位 の 種 類   博士（理学） 
学 位 記 番 号   第 6045号 
学位授与年月日   平成 26年 3月 24日 
学位授与の要件   学位規則第 4条第 2項該当者 
学 位 論 文 名   Interspecific and spatial variation in wood decomposition rate in a 
tropical rainforest, Sarawak, Malaysia 
（マレーシア・サラワク州の熱帯雨林における材分解速度の種間差と空間
変動） 
論文審査委員   主査 教 授 伊東  明  副査 教 授 幸田 正典           
          副査 准教授 名波  哲    
 








 まず，材分解の種間差を知るために，マレーシア連邦サラワク州セメンゴ試験地で 32 種の材分解過
程を 2 年 10 ヶ月間調べた．その結果，材分解速度が樹種により大きく異なること（半減期で 49 倍の差
があった）と材分解速度の違いが材の物理特性（初期密度，吸水速度）に関係していることが明らかにな
った．次に，材分解速度の空間変動を知るために，ランビル国立公園の大面積生態調査区（面積 52ha）















である。本論文の主な成果は以下の 3 点にまとめられる。 
 １）材分解速度の種間差は大きく（半減期で最大 49 倍）、分解過程の特徴は各種の材の物理特性（初
期密度、給水速度）に関係していた。２）同一森林内でも材分解速度は空間的に大きく変動しており、分
解速度の空間変動が非生物的環境（地形、土壌）と生物的環境（分解生物の活動）の両方の影響を受ける
ことが明らかになった。３）分解速度の空間変動と構成樹種の多様性には対応関係があり、分解速度が中
程度の場所で種多様性が最も高かった。これは、養分供給速度が共存種数を規定している可能性を示唆す
る。 
 以上の結果は、熱帯雨林における材分解速度が材質の違いと材周辺の生物的・非生物的環境によって
規定されていること、養分供給速度が熱帯雨林の樹木多様性に影響を与えている可能性があることを示す
ものであり、熱帯林生態系の解明に貢献する重要な成果である。よって、本研究は、博士（理学）の学位
を授与するに値するものと審査した。 
